
○令和８年７月現在、宮城県の地域別最低賃金は 1,038 円。※昨年度から 65円アップ⬆。 
○企業の法定雇用率は、７月から２．７％に引き上げられました。 

このことは、企業に就職を希望する方にとっては、労働環境、賃金の面でよりよい条件となります。  

いわゆる「障害者雇用」においても最低賃金は保障され、また、法定雇用率の引き上げは、企業への門
戸が広がることにつながります。これまで、手帳をお持ちの方を１名雇用していた企業でも、従業員数
によっては、２名雇用しなければならないというケースも出てくるということです。 

一方で、労働条件等が良くなっても 、企業から求められる『働くために必要な力』は、基本的に変

わりません。一般企業に就職した方のサポート機関である「就業･生活支援センター」の職員さんから

は、職場定着が難しい方のケースにおいて、「就労準備性が足りない」ということを言われることがあ

り、その際によく用いられるのが、上記の「就労準備性ピラミッド」です。働く上で必要な事項を５つの

階層に重ねたもので、働き続けるためには、ピラミッドの一番下の項目から順にしっかりと備わってい

ることが重要であるということです。 
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高等部の前期現場実習も終わり、明日からは夏休みに入ります。高等部の生徒たちは、実習の振り返り

や個別面談をとおして、それぞれの成果と課題等を確認しました。生徒の皆さんは、後期の現場実習や自分

の進路について考える学習を今後も行っていきますが、前期の実習を終えたこの機会に、卒業後に就労・就

職することについて考えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障害者雇用促進法】 

 全ての事業主は、障害者の雇⽤に関し、社会連帯の理念に基づき、障害者である労働者が有為な職業⼈

として⾃⽴しようとする努⼒に対して協⼒する責務を有するものであって、その有する能⼒を正当に評価し、

適当な雇⽤の場を与えるとともに適正な雇⽤管理並びに職業能⼒の開発及び向上に関する措置を⾏うこと

によりその雇⽤の安定を図るように努めなければならない。 



ともあれ、働く上で一番大切なのは、本人の「働きたい」という意欲です 。ですが 、意欲はあって

も 、挨拶や返事ができなかったり 、身だしなみに気を付けることが苦手だったりすると 、職場での

評価は下がってしまいます。ピラミッドの基礎部分は、家庭や学校、地域生活などで小さいときか

ら時間をかけて身に付けていくものです。特に、高等部では、改めて基本的な部分の指導を行いま

すが、御家庭でも意識していただけると、より生徒の力も伸びていくものと考えます。 

 

 

 

２年生は、一般企業と福祉サービス事業所など、１０か所で実習を行ってきました。 

初めての外部での実習かつ２週間（１０日間）の実習となるため、緊張しながらも一人一人

が目標をもって実習に取り組む姿が見られました。今後は個別面談でうかがった希望を基に

後期の実習先を検討・調整していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２週間最後まで仕事に集中するのを頑張りました。  

○大きな声ではっきり報告できました。毎日挨拶をできた。言われたらすぐにできました。  

○くりかえししごとができました。あいさつ、ほうこくがじょうずにできました。 

○じかんまでしごとができました。ていねいにさぎょうできました。 

○つかれていてもさいごまでがんばりました。 

 

 

 

高等部２年生の実習の様子 

 

 

・段ボールのバリ取り 

シードカンパニー  Ｂ型 

 

 

・農作業 

・カフェでの販売 

かなみのもり Ｂ型 

 

 

・介護補助 

豊里町老人介護施設 一般 

 

 

・精密機械の製造 

エヌテック  一般 

 

 

・創作活動 

あやめ園   生活介護 
 

 

・農作業、端子台組立 

心りっぷる  Ｂ型 

 

 

 

・創作、余暇活動 

シェアワークスくりはら 
生活介護 

 

 

・余暇活動 

レポス   生活介護 

 

 

・農作業、端子台組立 

すてっぷ  Ｂ型 



 

 

１年生にとって初めての現場実習は、１週目は校内実習として、仲間と協力して校内清掃をし

たり、とめ青年会議所の方々と夏祭り用のちょうちん仕分け作業をしたりしました。２週目は、協

力企業からの受託作業を中心に取り組みました。「迫クリエイトラボ」という看板の下、一人一

人目標をもって取り組みました。実習で大切な「挨拶、報告、連絡」を基本に、作業学習で練習

してきた「受け答えトレーニング」の成果を発揮することができました。慣れない活動ながら、こ

の機会に得た経験や課題を学校生活の中で次の目標として取り組んでほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○おおきなこえであいさつとほうこくをしたい。しゅうちゅうしてつづけてさぎょうしたい。 

○もうすこし、てばやくさぎょうができるようになりたいです。 

   ○相手を見て、はっきりと大きな声で返事を頑張ります。 

   ○人の話をよく聞いたり、自分自身で動けるようにしたいです。 

   ○職場では笑顔がとても大切だと思うので、学校生活でも笑顔に心がけて頑張りたいと思います。 

高等部１年生の実習の様子 

生徒のみなさんの感想（次の実習に向けて） 


